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はじめに

弘前大学理事(研究担当)・副学長加藤陽
坐
心

「コラーゲン・ヒアルロン酸に代わる新素材プロテオグリカン」は、かねてから機能'性食品、化粧品、

再生医療品、医薬品の原料として大きな期待が寄せられてきました。そして、ここ1～2年、日常生活

において、サケ鼻軟骨由来のプロテオグリカンを活用した食品、飲料品、化粧品等々 の商品を目にする

機会が増えてきました。これは産学官連携の大きな成果であり、地域にとっても非常に喜ばしいことで

あります。プロテオグリカン産業を青森県内外に創成し、プロテオグリカン研究開発のCOE(Center

ofExcellence)としての地位を確固たるものにするという目標に一歩近づいたものと思います。

さて、サケ鼻軟骨由来プロテオグリカンの経口摂取による効果効能の検証をはじめとする多くの研究

は、弘前大学の研究者で構成されるプロテオグリカンネットワークスを中心に進められてきました。振

り返ってみますと、平成12年に弘前大学医学部･故高垣啓一教授と県内企業によって、世界で初めて

サケの鼻軟骨から高純度、低価格で大量にプロテオグリカン(PG)を抽出する技術が開発されたことが

始まりでした。その後「弘前大学学長指定重点研究｣、そして文部科学省の支援を受けながら、平成16

～18年度は「都市エリア産学官連携促進事業：プロテオグリカン応用研究プロジェクト(連携基盤轄備

型)｣、平成19～21年度は「都市エリア産学官連携促進事業:QOLの向上に貢献するプロテオグリカン

の応用研究と製品開発(一般型)｣、さらに平成22～24年度は「地域イノベーシヨンクラスタープログラ

ム、地域イノベーション戦略支援プログラム:プロテオグリカンをコアとした津軽へルス＆ビューティー

産業クラスターの創生」に取り組んできました。

第1期の連携基盤整備型がスタートして1年後の平成17年には当初の中核機関である(株)弘前産業

開発センターが解散したことに伴い、弘前大学が中核機関となり、事業の推進を図ってきました。そし

て平成18年8月には研究統括であった医学部の高垣教授がお亡くなりになるという状況で、大変な時期

でもありました。研究者および事務職員が一丸となってこの難局を乗りこえ、多くの方々のお力添えで

今日を迎えることができました。

この間、実験動物や細胞を用いた研究で明らかにできたことは、①抗炎症作用、②細胞増殖促進作用、

③軟骨再生促進作用、④骨代謝異常改善作用、⑤保湿作用であります。

本誌は連携基盤整備型、一般型の各3年間を振り返りながら、本学が取り組んできた事業・研究の概

要等を取り纏めたものです。これまでの研究成果として得られた生理作用のメカニズムについては未解

明の部分も数多くあります。これからも課題解決に向けて更なる取り組みが必要であることはいうまで

もありません。引き続き研究を進めて参りたいと思います。

最後に、本研究プロジェクトに対し、9年間にわたりご支援を賜りました文部科学省に深く感謝申し

上げます。そして研究を進めるにあたり、ご協力を頂いた青森県商工労働部新産業創造課、地方独立行

政法人青森県産業技術センター及び弘前市の関係者に厚く御礼申し上げます。何よりも裏方として本学

研究者を支えて下さった学術I情報部社会連携課産学連携グループ、および地域共同研究センターの諸氏

に深く感謝申し上げます。

－1－



受 賞 報 告

〔 第9回産学官連携功労者表彰(農林水産大臣賞)受賞

弘前大学は、第9回産学官連携功労者表彰(農林水産大臣賞)を受賞し、平成23年9月22日(木)東京国際フォー

ラムにおいて開催された｢第10回産学官連携推進会議」の産学官連携功労者表彰授賞式で、地方独立行政法人青

森県産業技術センターとともに表彰されました。

産学官連携功労者表彰は、大学、公的研究機関、企業等の産学官連携活動において、大きな成果を収め、ある

いは先導的な取組を行う等、当該活動の推進に多大な貢献をした優れた成功事例に関し、功績が顕著であると認め

られる個人又はグループ･団体の功績を称えることにより、産学官連携の一層の活性化を図るものです。農林水産

大臣賞は、農林水産業及び関連産業の振興の視点から特に顕著な功績又は功労があったと認められる者に表彰さ
れるもので、弘前大学は、「未利用水産資源から抽出したブロテオグリカンを利用した新産業の創出」の取組事例で

表彰を受けました。

今回の受賞は、これまで主に廃棄処分されていたサケの鼻軟骨から、高純度のプロテオグリカンを低コストで精製
する技術を開発し、その応用研究を進めてきたことで未利用水産物を有効活用した食品、化粧品、医薬関係品等
の多用な分野で製品開発の展望が開けたこと、さらに平成22年度からは(地独)青森県産業技術センターが事業推

進の中心となり、地域資源を活用した製品の開発による新しい産業、雇用の創出が進んだことで、水産資源の多角

的利用と、漁村地域を含む地域の活性化につながる事例として高く評価されました。

T第9回産学官連携功労者表彰表彰式J(平成23年9月22日(木))

『第10回産学官連携推進会議』（｢イノベーション・ジャパン2011-大学見本市」と同時開催）

◇日時／平成23年9月21日(水)9:30～17:30,22日（木)10:00～17:00

◇会場／東京国際フォーラム(東京都）

◇主催／内閣府、総務省、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国士交通省、環境省ほか

画第10回産学官連携推進套諏

ffi 11号 司＝■ー

I hハ」野睡

表彰式 ブース出:壷 青森県知事へ受賞報告
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〔第'2回｢弘前商土会議所街づくり大賞｣受賞
弘前大学は、第12回｢弘前商工会議所街づくり大賞」を受賞し、平成25年1月4日(金)､弘前商工会議所新春祝
賀会で行われた表彰式において､地域産業振興部門で表彰されました。

弘前商工会議所街づくり大賞は、弘前市で地域振興や元気のある街づくりに寄与した個人や団体を表彰するもの

鴬蓄蕪鶏灘撹篭鴛蕪隠震震踊

第12回｢弘前商．E会議所街づくり大貫｣受賞

弘前大学では､地方独立行政法人青森県産業技術センター等との連携により、 これまで主に廃棄処分されてい

たサケの鼻軟骨から、 高純度のブロテオグリカン笥低コストで精製する技術を開発し､研究を継続してきました。

により､食品化粧品･医療関係品等の多様な分野において､未利用水産物を有効活用した製品開発を行うことが
できる展望が開かれました。地域に眠る資源を活かした新産業と雇用の創出により、地域経〉斉活性化を可能にする

モデルケースとして高く 評価されるとともに、 今後汰きなビジネスチャンスとして成長することが期待できるなど､地

場産業の振興に大きく寄与しているとして、 ｢未利用水産資源から抽出したブロテオグリカン(PG)を利用した新産
業の創出｣で街香くり大賞に輝きました｡受賞にあたり加藤理事から ｢弘前大学の長年の取り組みを評価していただ

欝期鰯蝋塞墓耀蕊奏請雛り地場産業の振興に貢献できる研究に努めて参りた“

に

ｵﾜード2012研究開発･新技術部門入賞 〕フード･アクション･ニッポン

垂蕊妻篭議職墓騨擬瀞美鯛繍繍
「フード．アクション．ニッボンアワード」は、食料自給率向上のための取組「フード．アクション・ニツポン」の

一環としてく2009年度に創設されたもの~ご食料自給率向上に寄与する企業･団体等の取組を表彰することにより、

食料自給率向上に向けた活動を広く社会に浸透させ、私たちや未来の子どもたちが安心しておいしく食べていける社

会の実現を目指すものですも

この賞は、「ブロテオグリカン」による地場産品の魅力再発信の取組みを通して食料自給率向上に寄与するものと

霊司要驚湾欝騨三鴛駕瞬覇課?-ドｱｸｼｮﾝﾆｯボﾝｱﾜード2012

『フード・アクション・ニッボンアワード2012表彰式』（有楽町朝日ホール）

『フード･アクション・ニツポンアワード2012見淋市』（有楽町駅前広場

◇日時／平成24年11月2日（金？

◇会場/JR有楽町駅前広場、有楽町朝日ホール(有楽町マリオン12F)(東京都）

◇主催／フード・アクション・ニッポンアワード2012実行委員会

◇共催／農林水産省

◇後援／内閣府、文部科学省、観光庁、環境省
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Ⅱこれまでの取り組み

｜ブﾛﾃｵグﾘｶﾝ(PG)とは？
プロテオグリカン(Proteoglycan)は、タンパク質と糖鎖(グリコサミノグリカン)が共有結合した複合糖質の
一種で、生体の軟骨や細胞外マトリックスを構成する主要な成分の一つです。よく耳にするコラーゲンやヒアルロ

ン酸とならぶ動物の軟骨の主成分でもあり、保水性に優れ、経口摂取も可能な、天然素材です。身体の至る所に

存在し、特に軟骨、骨、皮慮、腿、脳、血管壁等に多く含まれています。

身体の中での役割は、皮慮の水分を保持したり、関節の潤滑作用（骨と骨の間の滑りをよくする）や緩衝作用

(クッションとしての役割）など、関節の動きを良くする働きをしています。

最近では、細胞の増殖や分化に直接かかわっていることが明らかとなり、再生医学や組織工学の分野でも注目

を集めています。また、メタボリックシンドロームの改善効果、免疫調節作用およびEGF様作用（上皮細胞を
再生させる因子）を示すなど、ブロテオグリカンの多様な働きが明らかになるにつれ、応用分野の広い素材とし
て期待が高まっています。

細胞外マトリックスとプロテオグリカン
ヒトは約60兆個の細胞で構成されています。それら

細胞を取巻くように細胞どうしを結びつけている超微

小構造体を細胞外マトリックスと呼んでいます。細胞

外マトリックスの主成分として、コラーゲン、ヒアル

ロン酸、ブロテオグリカンがあります。これら成分は、

相互に結合したり絡み合って微妙な構造体を形成して

細胞を保持するとともに、細胞の働きや細胞間の情報

交換にも深く関わっています。

細胞外マトリックスが乱れると､ヒトの健康に影響を及

ぼすことになりますbコラーゲンやヒアルロン酸とともに、

ブロテオグリカンが重要である理由がここにあります6

細胞外マトリックスとプロテオグリカン

プロテオグリカンの原料は？

プロテオグリカンの有用性については古く

から多くの研究者の間で知られており、医薬

品・医療材料､機能性食品､化粧品などへの

応用が期待されていました｡これまでは､ウタ

の気管軟骨､ブタ皮､ニワトリの鶏冠(とさか

から抽出されていましたが､最近になりウタ

BSE(狂牛病)、烏インフルエンザなどの感染

症が社会的問題となり、原料としての使用が

難しくなりました。しかも､プロテオグリカンの

大量調製は難しいうえ､市販されているもの

でもImgで約3万円と高価でその用途も試

験研究用に限定されていることから､産業化

実用化のボトルネックとなっていました。

そこで､ほとんどは廃棄処分されるサケの

頭部に着目しました｡弘前大学医学部は県内

の企業との共同研究により､産業廃棄物とし

て処理されていた末利用部のサケ鼻軟骨から

プロテオグリカンを高純度で大量に精製する

技術を確立し(平成17年日米露特許取得)、こ

れがブロテオグリカン応用研究へのブレーク

スルーとなりました。

ほとんどは廃棄処分されるサケの頭部に着目

匡垂

畢 サケ頭部にある鼻軟骨部分は

「氷頭(ヒズ)｣と呼ばれ、
古くから｢氷頭ナマス｣として
食されていました。

サケ鼻軟骨由来ブロテオグリカ〉

ヨーこ=

怪一

二
ｔ

雷
翻
心
一

ひろだいブロテオグリカンNP

（ナチュラルパウダー）
精製ブロテオグリカン
（株式会社角弘）
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これ罫での研究プロジェクト及び事業推進の取り組み

弘前大学では、従来から糖鎖工学の研究に取り組んでおり、その研究シーズを基に平成3年2月には㈱インテ
リジエント・コスモス研究機構、青森県、弘前市、民間企業など計14社から出資を得て弘前市に㈱糖鎖工学研究
所が設立されたほか、平成9年には県内の産学官関係者約100名による「青森糖質研究会」が組織化されるなど、
国内的には少ない糖質研究者が数多く在籍しネットワークを形成しています6

[学内体制強化期］

弘前大学では、こうして蓄積された人的・知的財産を活かすとともに、ブロテオグリカン研究拠点の構築に向
けて、その産業化・実用化にシフトした研究体制を整備するため、平成14年11月に、医学部、理工学部、農学生
命科学部、教育学部などに在籍する研究者で構成する横断的な研究プロジエクト「弘前大学ブロテオグリカンネツ
トワークス」を立ち上げるなど、様々な糖質研究に関する施策を実施してきました。平成14年度から平成16年度
には、弘前大学学長指定重点研究として「プロテオグリカン研究拠点の構築」の研究を進め、積極的な学部横断
的な取り組みが始まりました。

[基盤整備期］

◆平成16年度～平成18年度【弘前エリア】

文部科学省都市エリア産学官連携促進事業（連携基盤整備型）に採択され、事業をスタート。
｢プロテオグリカン応用研究プロジェクト」

中核機関：㈱弘前産業開発センター（平成16年度)、国立大学法人弘前大学（平成17年度・平成18年度）
平成16年度からは都市エリア産学官連携促進事業「プロテオグリカン応用研究ブロジエクト」に取り組み、医
薬品・医療材料、機能性食品、化粧品などプロテオグリカンの産業化・事業化を目指した産学官連携の基盤構築
と研究開発を推進してきました。

＊文部科学省都市エリア産学官連携促進事業

地域の主体性のもと、大学等の「知」を活用して新技術シーズを生み出し、自律的かつ継続的な産学官連携基盤を構築す
ることにより、新規産業の創出や研究開発型の地域産業の育成等を図り、地域の特色を活かした強みを持つクラスターを
形成することを目的とする事業。

蕊
研究を実施するもの。

都道府県及び政令指定都市の指定

蕊繍蕊
ツチングフアンド方式に移行。

L①研究交流事業…研究会等の開催､科

篭蒸溌
都市エリア

産学官連携促進 蝉
雲
耐事業とは？

連携墓鱈薬備型
（年間5千万円程度×3年間）

一般型
（年間1億円程度×3年間）
地域負担1／3以上

一一一ー一一一一一一一一一一一一‐ーーー■■

発展型

都市エリア

産学官連携促進
◇一定程

事業の類型
◇目標：産学宮連携基盤の柵築

◇事業：課題探索･研究交流等

[共同研究推進期］

◆平成19年度～平成21年度【弘前エリア】

文部科学省都市エリア産学官連携促進事業（一般型）に採択され、引き続き事業を継続一

｢QOLの向上に貢献するプロテオグ､リカンの応用研究と製品開発」

中核機関：国立大学法人弘前大学

※平成22年度からは，クラスター形成に関して，地域と大学等との組織的な連携を強化し，一層の地域の自立化を促進するため
｢知的クラスター創成事業」及び「都市エリア産学官連携促進事業」「産学官連携戦略展開事業」を「イノベーションシステム整
備事業」として一本化し，弘前エリアは重点支援枠に採択され，事業をより発展的に継続することとなりました。
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[産業クラスター創生期(産学官連携加速期)］
◆平成22年度～平成24年度【弘前エリア】
文部科学省イノベーションシステム整備事業

地域イノベーシヨンクラスタープログラム（都市エリア型(発展)）重点支援枠により採択され、平成23年度から
は「地域イノベーション戦略支援プログラム」の継続地域として事業を実施。
｢プロテオグリカンをコアとした津軽へルス＆ビューティー産業クラスターの創生」
中核機関：（地独)青森県産業技術センター
＊地域イノベーションクラスターブログラム：優れた研究開発ポテンシャルを有する地域の大学等を核とした産学官共同研究等を実施し、
産学官の網の目のようなネットワークの構築により、イノベーションを持続的に創出するクラスターの形成を図る。
＊都市エリア型：大学等の「知」を活用して新技術シーズを創出し自立的・継続的な産学官連携基盤を構築することにより、研究開発型
の地域産業の育成を図り、小規模でも地域の特色を活かした強みを持つクラスター形成を目指す。

【青森県における「地域イノベーション戦略推進地域」の状況について】
1．「イノベーシヨン・ネットワークあおもり」設置(平成23年4月11日）

青森県内の産学官金の横断的なネットワークを構築することにより、豊富な地域資源のポテンシャルを結集し
た内発的なイノベーションを誘発し、地域経済社会の活性化に寄与するため、イノベーション協議体として「イ
ノベーション・ネットワークあおもり」を設置しました。

2．「研究機能・産業集積高度化地域」に選定(平成23年8月1日）

文部科学省、経済産業省及び農林水産省が地域イノベーションの創出に向けた主体的かつ優れた構想を持つ地
域を共同で選定する「地域イノベーション戦略推進地域」に青森県の地域イノベーション戦略として「あおもり
グリーン＆ライフ・シナジーイノベーション創出エリア（青森県全域)」を申請し，「研究機能・産業集積高度化
地域」に選定されました。

【イノベーション協議体】
〔あおもりグリーン＆ライフ・シナジーイノベーション

創出エリア（青森県全域）概要〕
イノベーションネットワークあおもり（構成機関）

●<産>一般社団法人青森県工業会、青森県商工会議所連合会
●<学>国立大学法人弘前大学、八戸工業大学
●<イノベーション推進機関>地方独立行政法人青森県産業技術センター
●<官>青森県
●<金>株式会社青森銀行、株式会社みちのく銀行、青森県信用金庫協会
●<統合調塑機関>(財)21あおもり産業総合支援センター

八戸工業大学などを中心に主として県南地域で推進さ

れているグリーン・イノベーションの取組と、弘前大

学などを中心に主として津軽地域で推進されているラ

イフ･イノベーションの取組について、「イノベーシ三

ン･ネットワークあおもり｣と青森県産業技術センター

が連結ピンの役割を担って、それぞれの分野を融合さ

せながら、双方のイノベーションのシナジー効果を誉．

出する。

定策一

【地域ｲﾉべ目ニシヨン戦略】
あおもりグリーン&ライフ･シナジーイノベーション創出エリア晴森県全域）

【I可の｢新成腿職酪｣､｢科学技術に1Mする雄本政策についてく2大成腿職ﾛﾊ>】
●グリーン･等〃ベーションによる環境･エネルギー大国戦略
●ライフ･イノベーションによる健康大国戦略(医療･介護･健康関連産業）

弓県全域でのｲﾉべｰｼｮﾝ創出v^

【ライフ･イノベーション】
●あおもリウェルネスランド柵想

)・ライフ.ｲﾉべー ｼｮﾝ産業ｸﾗスター
創造戦略(仮称）

一弘大を中心に主として津軽地域で推進

【グリーン･イノベーション】‐
●環境･エネルギー産業振興戦略
●低炭素型ものづくり産業振興指針(仮称)‘･
八戸工大､弘大新エネルギーセンターを中心
に主として県南地域で推進

3．選定地域としての事業(平成22～24年度＞

地方独立行政法人青森県産業技術セン

ターを中核機関として、地域イノベーショ

ンクラスタープログラム(都市エリア型)｢ブ

ロテオグリカンをコアとした津軽へルス＆

ビューティー産業クラスターの創生」に採

択され、弘前大学は研究開発機関として参

画しています。

青森
ライフ
ィ：〃､←ション

黙蝋

青森
ライフ
ィZ〃､←ション

。■－

文部科学櫛地域イノベーション縦略支媛ブログラ 医澱･胆康･福祉

信壱1分野における
拘団■産業振興の基本戦略X鰯塑蕊舞職|雪.｡議蕊
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【イノベーション協議体】

E這困

匿詞匡亙

〃J隠詞

【地域イノベーション戦略】

地域主導の取組

P



【青森ライフイノベーション戦略について】

青森県では、医療・健康福祉関連産業の創出・育成に向けて「あおもりウェルネスランド構想」のもと、ライ
フ分野における研究開発、販路開拓等を支援し、基礎基盤を形成してきました。その一方でさらなる発展のため
には、産学連携の強化やパイロット的取り組み、優位性の明確化等が課題となっていました。また、国の戦略へ
の対応や青森県の強みを最大限に生かす等、メリハリの効いたライフ産業戦略強化が必要とされるようになって
きました。そこで青森県では、ライフ（医療・健康・福祉）分野における産業振興の基本戦略である「青森ライ
フイノベーション戦略」を平成23年度に策定しました。

本計画策定の趣旨は、ライフ分野を青森県の重要な産業の柱とすることを目指すもので、青森県の経済に活力
を与え、雇用創出に寄与し、青森県民の健康で豊かな生活の実現に貢献することを目標としています＝

－

I
めざすべき姿
（基本目標）
L総=目=－総合目標 ライフイノベーションで健康で豊かな生活の実現

ロライフ分野の経済成長を牽引する次世代基幹産業に
口国内初の総合ライフクラスターとしてのブランド確立
口県民のQOL(生活の質)'GNH(幸福度)向上貢献

重点戦略
(骨太方針）

3つの
重点戦略
プロジェクト

具体的
推進事項

具体目標

本県のライフイノベーション創出に向けたクラスター関連政策の有機的統合(コ
ンバージェンス)を推進するという戦略基本スタンスに基づき､基本目標､ビジョ
ンの実現に向けて､特に以下の3つの大テーマについて重点的かつ集中的に推
進することとし､青森の強みを生かした独自i性の高い｢骨太政策｣を展開する。

r戦略プロジェクト；
（医工連携）
医療現場とものづくり現場の
徹底した連携を推進

PrQject,1
腰T憧樵分野

●医療現場(大学･病院)の声(ニーズ）

に､地域の技術で産業サイドから徹底

支援するための仕組みの構築

●医疲･介護(福祉)現場等での潜在

ニーズをねらったニッチトップ商品
(薬事外周辺機器類)の開発促進

●医疲用機能･要素部品(部材)に特イヒ

し､医療中堅･大手との戦略的アライア

ンスを推進

●大学(医・工)との共同研究等をベー

スにしたコンソーシアム(企業連合体）
型ビジネス展開とライフ系ベンチャー

(VB)育成推進

'戦略プロジェクト2
（サービス）
健康寿命アップなど課題解決支援型

堅の新医療生活産業の創出

PrQject､2
サービス分野

●ICTを活用し､県民のQOL(生活の

質)･GNH(幸福度)向上にも貢献する
新メディカルサービスビジネス(含遠

隔医疲等)･研究を推進

●｢食･美」・「サービス(含ツーリズ

ム)｣・｢機器(健康福祉)｣の領域融合に

よる新産業･社会システム(ビジネス）
モデル創出

●素材･技術等を効果的に組み合わせ
たキッズ･高齢者等向けプロダクト・

サービス融合型新ウェルフェアビジネ

スの創出

'戦略プロジェクト3
（プロダクト）
女性視点を重視した全国に通用する

、_ライフ系スーノf-プロタワトの開発

[:浩劣ﾄ分野｜
面

P

PrQiect･ろ

プロダクト分野

●プロテオグリカン(PG)を核に優位

性のある地域資源を活用し､エビデン

スベーストのスーパーヒット商品開発
(いわゆる健康食品･化粧品(美容)）

●プロフェッショナル専門チーム等の

導入によるマーケティング･ブラン

ディング戦略の徹底支援と中央大手と
の戦略的アライアンス促進

●産学連携によるバイオテクノロジー

等を活用し地域潜在シーズに関する徹

底したエビデンス研究の追求(生理機
能性解明等）

平成24年度には、青森ライフイノベーション戦略の実行プランと推進施策の方向性となる「サブクラスター戦

略プログラム」が発表されました。弘前エリアは、糖鎖研究や医学研究を基盤として、県外の企業や研究機関の

参画を促進する産学官連携ネットワークのハブ機能に位置付けられ、プロテオグリカンをコアに機能‘性素材複合

化等による県内利益還流強化などが盛り込まれています。

以上のように、本事業は、青森県の基本戦略とも合致するものであり、ウェルネスランド構想から引き続き、

本県において重要な位置づけであるとされています。
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｢プロテオグリカン応用研究プロジェクト」（平成16年度～平成18年度）※自己評価報告書より
【事業推進体制】

本事業は、弘前大学に蓄積された糖鎖工学の豊富な知的・人的資源並びにブロテオグリカンの大量精製技術を
活用し、国内・国外に先駆け、医用材料、化粧品材料、医薬品、機能性食品等の開発をターゲットとしてブロテ
オグリカンの実用化･応用化に係る産学官連携基盤を構築することを目的としている。そのため、「研究交流事業j
及び「共同研究事業」から構成する事業計画を策定し、大学等の研究シーズと産業界のニーズとのマッチング等
を行う科学技術コーディネーターの配置、産学官で構成する研究交流会、新技術説明会の開催、産業ニーズに応
じた可能性試験等の実施など、「研究交流事業」を重点的に展開した。
3年間の事業成果として、24件の可能性試験及び共同研究の実施、通算18回に及ぶ研究交流会・新技術説明
会の開催、シーズ・ニーズ調査を始めとした各種調査の実施など、より広域的かつ高度な産学官連携基盤を構築
することができたことは、本事業の目標を達成する上で、妥当な事業計画であったと評価できる。
実用化に関しても最も可能性の高い研究テーマの絞り込みができ、都市エリア産学官連携促進事業における「一
般枠」への提案も含めた、今後の研究のグランドデザインを策定できたことは最大の成果として評価できる。
本事業の運営に当たっては、中核機関である(株)弘前産業開発センターに科学技術コーデイネータ－2名(常
勤1名、非常勤1名）と事業スタッフ2名を配置した。また、青森県（1名)及び弘前市（2名）が業務を支援す
る体制でスタートした。その後平成17年3月31日、中核機関である㈱弘前産業開発センターが解散したこと
に伴い、同年4月1日から中核機関を、主たる研究機関でもある国立大学法人弘前大学へ変更し、事業の推進
を図るために事業統括と研究統括を配置した。また、当事業の円滑な遂行を図るため、弘前市から担当職員を配
置し、事務局の一員として事業の進捗管理を行うとともに、「青森県プロテオグリカンネットワーク推進協議会』
を設置して、本事業の円滑な運営を図った･

平成18年8月研究統括である高垣教授の逝去に伴い、事業統括である加藤理事（研究.産学連携担当（現:研究
担当))･副学長が研究統括を兼務するとともに、糖鎖工学研究の第一人者である遠藤学長（当時）が併任教授とし
て研究指導を行うことで研究体制を強化した。

また、本事業で得られた広域的且つ高度な産学官のネットワークを持続的に発展させていくため、平成18年度
に弘前大学が青森県及び弘前市と包括協力協定を締結し、産学官連携の協力体制を明確にしたことは、今後の事
業推進に向けて大いに評価できる。

今後は、本事業で生み出された糖鎖工学技術を強化するとともに､QOLの向上に寄与することを目的に機能性
食品や医薬品などの創出を目指した研究開発を促進し、プロテオグリカン応用研究拠点を確固たるものとする。

一方、これらの研究を継続的に遂行するためには、本事業により築き上げた産学官連携基盤をより強固なもの

とすることが必要不可欠であると考える。

研究交流会や新技術説明会の開催、各種ビジネス展示会への出展を通じ、当面の課題であった産業界における

プロテオグリカンに関する認知度及び理解度を向上させるとともに、最新の市場動向を把握することができた画

また、プロテオグリカンの生産方法や応用研究における実験のアプローチに対して、産業界を中心に有益な'情報

提供を受け、ブロジエクトの最重要課題の一つであるプロテオグリカンのさらなる低コスト化実現の目処が立っ

た。さらに、株式会社角弘が研究開発の機動性を高め、より地域との連携を強固とするため、プロテオグリカ＞

研究所を吉森市に開設するに至った。

このことは、従来、地域の限られた研究者や企業との交流で行われていたネットワークの広域化を図るととも

に、関係組織との連携を強化することにより実現できた成果である。この構築された産学官連携基盤をさらに発

展させるため、青森県及び弘前市が、弘前大学と締結した包括協力協定に基づき、運営面において継続して（､ジ

クアツブしていることは大いに評価できる。

以下に、地域の取組み（自治体等の取組）を記す。

①｢ナノテクノロジ一関連研究開発パイロットプロジェクト事業」の実施（青森県）

②｢青森県熟成シーズ活用産学官共同研究事業」の実施（青森県）

③｢あおもり産学官連携推進会議フォーラム」の開催（青森県､(財)21あおもり産業総合支援センター）

④｢あおもりウェルネスランド構想」の策定（青森県）

⑤青森県と弘前大学との連携に関する協定締結（包括協定）

⑥ひろさき産学官連携フォーラム（弘前市・弘前大学）

⑦弘前市と弘前大学との連携に関する協定締結（弘前市）

③人的支援による事務局体制の強化（弘前市）
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【実施体制図』
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中核機関
青森県新産業創造課

一一審F
国立大学法人弘前大学

科学技術コーディネーター(常勤）

青森県プロテオグリカンネットワーク
推進協議会 科学技術コーデしイネーター(非常勤〉

(肋21あおもり産業総合支援センター
㈱八戸インテリジェントプラザ

青森県知的所有権センター
弘前市

弘前大学ほか

事務局：青森県新産業創造課

事務局

・地域共同研究センター
・産学官連携協力員（弘前市）
・社会連携課
・研究推進課
･財務部

、

、～-－，－－．

、

、
、

弘前大学プロテオグリカン
ネットワークス

プロテオグリカン
テーラーメード研究会

糖鎖素材研究会健康食品研究会

糖鎖医学研究会
＄
、
、手 ■■■一一■■■一一一一一

県内･県外企業

及び
公的研究機関
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【研究開発】

本事業では、ブロテオグリカンの生理活性機能について弘前大学医学部で炎症性腸疾患の治癒効果、免疫調節
機能､軟骨細胞増殖促進作用、ヒト血小板造血促進作用など､新たな医学的知見が見い出され､医薬品や医療素材、
そして機能性食品などに応用可能な成果が得られた。ブロテオグリカンは分子量が数百万にもおよぶ生体高分子
で、その機能性部位を見極めることはこれまで困難とされてきたが、酵素学的手法を駆使して機能性部位を有す
るオリゴ糖の検索や、分解酵素の逆反応を利用した新規オリゴ糖のオーダーメイド技術、さらには化学的手法も
組み合わせた人工のブロテオグリカン作製技術の開発など糖鎖工学に新たな礎を築いた。このような学術的知見
の構築と平行して製品化の最大の要因である低価格を目指した研究開発も行われ、ネイティブなブロテオグリカ
ンを保持したサケ鼻軟骨微粉末化の技術を確立した。

このように、学術研究と実用化研究のバランスが適切に保持されて遂行されたことが本事業の大きな特徴であ
る。本事業の成果は特許3件のほか5件の特許出願(関連特許も含む）に加え､今後も特許を申請する予定である。
また、研究交流会(計15回)や成果報告会(計3回)の開催、各種展示会やイベントへの積極的参加、海外学術誌へ
の論文投稿、国際学会での発表など情報発信に努め、着実に弘前エリアがブロテオグリカンにおける学術及び産
業の拠点になりつつある。さらに、本事業を通じてプロテオグリカンに関心を持つ企業が多数参画し、異なる立
場から意見･情報交換を行い、揺るぎない産学官連携基盤の構築がなされたことも大きな成果である。
本事業では初年度(平成16年度)に可能性試験を15件実施し、医学系、理工学系、食品系など多方面からプロ
テオグリカンのポテンシャルを探るべく調査・研究を行った。平成17年度は初年度の成果を踏まえて研究内容を
精査し、共同研究2件、可能性試験7件に絞込み、最終年度(平成18年度)では共同研究2件、可能性試験2件と
するなど、研究内容の独創性・新規性及び実用性の高いテーマに選択と集中を図った。

平成17年度から開始した共同研究「ブロテオグリカンのオーダーメイド』では、ブロテオグリカンの精製方法
の検討を重ね安定的に供給するシステムを確立し、次に本事業の研究に必要なプロテオグリカンをオーダーメイ
ドに供給するシステムの開発を行った。この研究は平成18年度に引き継がれ、医薬・医療分野、機能性食品分野
製品などへの展開を図るため純度や製品形状などユーザーサイドの要求に応じたブロテオグリカンの製法開発を

行った。この製法により供給されたプロテオグリカンやグリコサミノグリカンを活用して軟骨細胞培養への応用
を目指したハイブリッド素材の開発、人工プロテオグリカンの製造技術の開発、新規糖鎖の合成（糖鎖ライブラ

リーの構築）などを行った。

平成17年度の共同研究『炎症性腸疾患に対するブロテオグリカンの効果』では、難治療性疾患である潰傷性大

腸炎やクローン病において、プロテオグリカンの治癒効果が立証された。

平成18年度からはこのエビデンスを活用するべく産業化・実用化を目指して、共同研究『機能性食品分野への

プロテオグリカンの応用に向けた開発』において、食品用とするためにブロテオグリカンの低価格化を目指した

製法の開発を行い、同時に炎症性腸疾患の治癒効果や平成17年度の可能性試験の成果である免疫調節作用など、

機能性食品に向けた研究を行った。

また、産業化・事業化までは時間を要するが、社会的貢献度が非常に高いと考えられた可能性試験『ブロテオ

グリカン／グリコサミノグリカンによるヒト血小板造血促進作用jと、可能性試験『軟骨再生における新素材と

してのサケ鼻軟骨由来ブロテオグリカンの応用』の2テーマについては、平成16年度から3年間にわたって研究

を継続した。

（主な成果）

○食品用低価格プロテオグリカン(PG)の開発に成功

これまでプロテオグリカンを精製する際に課題となっていた脂質について、通常の分離法から大幅にコストダウン

した方法により、脂質とプロテオグリカン含有成分を分離した結果、機能性食品あるいは食品素材として利用可能

な脂質0%のプロテオグリカン含有微粉末素材「ひろだいブロテオグリカンナチュラルパウダー(PGNP)」の製造

技術を確立した。

○免疫抑制作用や炎症'性腸疾患治癒効果など生理機能の科学的立証

ブロテオグリカンは、細菌成分などにより誘発される炎症反応を抑制することがわかった。また、マクロファージの

免疫反応を修飾する新たな相互作用の存在も判明した。この新たに発見されたプロテオグリカンの機能は、これまで

にない機構に基づく抗炎症剤の開発につながるものであり、特許出願（特開2007-131548)を行った。

○軟骨細胞の三次元培養法確立によるブロテオグリカンの再生医療への応用可能性立証

関節軟骨はひとたび損傷や変形が生じると元の硝子軟骨に修復されないとされていた。しかし、膝関節における軟

骨欠損モデルウサギの欠損部位に、プロテオグリカンを含むコラーゲンゲルを移植すると、軟骨が再生されることを

発見し、さらに、ブロテオグリカン含量が多いコラーゲンゲルほど軟骨修復も促進された。これらの成果は、プロテ

オグリカンが再生医療に活用できることを示した重要な成果である。
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【事後評価】

下記の評価は、平成14年2月に科学技術・学術政策局に設置した「地域科学技術施策推進委員会」の委員及び専門委員により、それぞれ
の評価項目について4～1の4段階で評価が行われたものである。

（1）事業概要

○地方自治体：青森県

○課題：「プロテオグリカン応用研究プロジエクト」

○中核機関：国立大学法人弘前大学

○核となる研究機関：弘前大学

○概要:弘前大学医学部と､鋪角弘によって､世界で初めて､プロテオグリカンを、サケの鼻軟骨から高純度、
低コスト、かつ大量に精製する技術を開発した。弘前エリアでは、当該技術と弘前大学の伝統的な糖質研

究資源を活かし、医療・化粧品、健康・福祉分野等におけるプロテオグリカンに特化した新たな産業創出
を図るため、弘前大学の横断的な研究組織である「弘前大学プロテオグリカンネットワークス」を中心に

産学官連携基盤を整備し、プロテオグリカン応用製品の実用化に向け、シーズ･ニーズ調査、可能性試験、
研究交流会、共同研究等の事業を総合的に実施する。

（2）評価

本地域では、「プロテオグリカン利用技術先進地域」の形成を目指して、弘前大学に蓄積された糖鎖工学

に関する人的・知的資源を基盤に、ブロテオグリカンの大量精製技術を活用することにより、要素技術の開
発及び産学官の連携基盤の構築が進められた。

事業計画については、本地域のポテンシャルを背景に、「弘前大学プロテオグリカンネットワークス」を

中核に据えて、策定されているとともに、可能性試験から得られた成果や実用化の可能性に基づき、必要に

応じて、整理統合、再構築した上、共同研究が実施されるなど、概ね評価できる。しかしながら、事業化に

向けては、ブロテオグリカンの低コスト化、安全性の克服、安定供給、市場の開拓など、取り組むべき課題

が多い。今後は、これらの点を踏まえ、より戦略的に事業計画を策定していくことが期待される。

連携基盤については、研究交流会、青森県ブロテオグリカンネツトワークス推進協議会、ひろさき産学官

連携フォーラム、青森県・弘前市と弘前大学との包括的協力協定の締結等を通じて、産学官の連携基盤が構

築されてきたとともに、エリアの中核となる企業が地域内にプロテオグリカンの研究所を設立するなど、高

く評価できる。今後、本基盤をベースに、地元企業のさらなる参画も得て、持続的な連携基盤の強化を図る

ことが期待される。

研究開発については、プロテオグリカンの持つポテンシャルが科学的に検証されるとともに、幅広い応用

が期待される要素技術について、多くの成果が得られたことは評価できる。今後はプロテオグリカンの質の

向上と安定的な供給、機能（効能）検証の確立のほか、コスト性・市場性等の観点も考慮して、より戦略的

に事業を進めていくことが期待される。

地域の取組については、本事業を「あおもりウェルネスランド構想」推進の一翼を担うものと位置づけ、

県の施策と連動させるとともに、弘前市においても、事業担当職員を中核機関へ派遣し、人的支援を行うな

ど、評価できる。しかしながら、地元企業への技術移転等を考慮した場合、公設試験研究機関の積極的な事

業への参画が期待される。

（3）項目別評価結果

1．目標達成度 3．4

2．事業計画 2．〔

3．事業成果
（1）連携基盤の構築

（2）研究開発の成果

3．7

3．2

4．地域の取組
（1）これまでの取組

（2）持続性・自立性

4．［

3．［
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都市エリア産学官連携促進事業(一般型）

｢QOLの向上に貢献するブロテオグリカンの応用研究と製品開発｣(平成19年度～平成21年度）※自己評価報告書より

【事業推進体制】

中核機関である弘前大学を中心に、事業統括を加藤理事（研究・産学連携担当(現:研究担当))･副学長に、弘

前大学での糖鎖研究の中心である遠藤学長(当時)を研究統括に据え、強いリーダーシップの下、効果的･効率的な
体制となっていた。同じ市内にある地の利を活かし青森県工業総合研究所弘前地域技術研究所(現:青森県産業技術
センター弘前地域研究所）とも連携し、青森県、弘前市､(財)21あおもり産業総合支援センターと協力しながら事業

を進めることができた。弘前市を中心としたひろさき産学官連携フォーラム、青森県が主催しているビジネスサロン

を効果的に利用し、事業推進の相乗効果を高めることができた。

研究交流事業を主体として、1)産業界とのマッチング、コンサルテイング業務等を行う科学技術コーデイネータ－
の配置、2)可能性試験の実施の検討、3)シーズ・ニーズ・マーケティング調査の実施、4)研究交流会、成果発表
会の開催、5)産業展示会への出展、などが実施された。

また、1)企業参加を中心としたプロテオグリカン応用開発研究会の設置、2)地域内外の産学官を対象とした講演

会・セミナーの開催、3)産業展示会への出展、4)県内の異業種企業の交流会の開催、5)ビジネスサロンの開催、

6)プロテオグリカンの研究活動、素材の概要を紹介する「概要版パンフレット」の作成、7)研究シーズと企業ニー
ズのマッチング及び産学官金の関係者を対象とした北東北地域イノベーションフォーラムの開催、8)アドバイザリー

スタッフによる製品化支援、9)産学官金連携フォーラム等の開催、10)各種展示会における本事業の取組状況の紹

介とプロテオグリカン活用製品（試作品）の展示やPR、11)ブロテオグリカンを含む化粧品・美容素材をテーマに

した県内の異業種企業の交流会の開催、なども実施された。

事業を効果的・効率的に進めるためのキーパーソンとなるコーディネーターには、バイオ、ゲノム、再生医療等の

ビジネスコンサルタントをしている民間企業出身者と糖質研究に精通している科学技術コーディネーターを配置し、ブ

ロテオグリカンの実用化･応用化に向け、技術動向、事業成果、進捗状況等の管理を行いながら事業を推進してきた。

科学技術コーデイネータ一それぞれの専門的見地から、事業化･特許化等へ向け、各テーマごと、また、事業の

総体的な評価、調整、課題の把握を通して、研究開発が推進され、事業目的の達成に大きく貢献した。

産学官連携基盤の強化を目指し､弘前大学の横断的な研究プロジェクト組織である「弘前大学ブロテオグリカンネッ

トワークス」を中心に研究会活動が行われた。また、弘前市と弘前大学が共同で運営している産学官連携組織「ひ

ろさき産学官連携フォーラム」では、企業参加を中心とした「プロテオグリカン応用開発研究会」を設置し、研究

開発活動や研究会運営について総合的に支援した。

事業実施前と比べて産学官の連携基盤は十分に強化され、中核機関(弘前大学)はコーディネート機能を十分に発

揮した。交流会及び研究会活動等、高度なネットワークを構築するための取組みが行われ、技術、人材及び情報等

の交流が図られた°これらの動きから、自立的で持続的な産学官連携の研究開発基盤が構築され、連携基盤の構築

により事業化の動きが加速できた。これまで、都市エリア事業の「連携基盤整備型(H16-18)」及び「一般型(H

19－21)」で得られた広域的かつ高度な産学官のネットワークを持続的に発展させていくため、産学官における役

割分担を明確にしつつ、それぞれの取組みが連動してオール青森の体制を構築している。

これらの事業や取組みを通じ、地域の新たな経済成長戦略として、地域レベルでのライフイノベーションを促進す

ることで「あおもりウエルネスランド構想」の目標である「あおもり型産業の創造育成」を実現し、本県の地域特性

を生かした「ヘルス(健康)＆ビューティー(美容)産業クラスター」形成により、地域の産業．経済の活性化と新た

な雇用創出に積極的に結び付けていく基盤が地域全体に醸成されてきた。

また、参画企業であるサンスター株式会社では、弘前大学が立地する弘前市に、営業所を開設（平成22年7月）

し､北東北での販売拠点として営業部員を常駐させた。株式会社角弘では､研究員を増員し､雇用が創出されるなど、

地域経済への波及効果が現れている。

さらに、新規参入してきたベンチャー企業がブロテオグリカン商品開発に着手した他、青森県内企業も試作品開発

を進めている。

本事業によって得られた成果、効果のうち、地域としてアピールしたい特に重要な点を示す。

1）事業化を見据えた研究開発･製品開発へのシフトにより、世界的な「ブロテオグリカン利用技術先進地域」の形成が図られた。

2）ブロテオグリカンの多くの優れた機能を効果的に活用し、機能性食品、化粧品、医薬品などの事業化・産業化に向け低価格化

が実現され、事業化・産業化に向けた動きが本格化した。

3）ブロテオグリカンに特化した研究交流事業及び共同研究事業に取組み、産学官連携基盤の構築がなされ、事業化やプロジェク
トの取組みを通じ、「あおもりウェルネスランド構想」の目標である「あおもり型産業の創造育成」を目指し、地域の産業振興、
雇用の創出に対する期待感が高まった。
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【実施体制図

QOLの向上に貢献するプロテオグリカンの応用研究と製品開発
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～津軽地域における医療･健康福祉関連産業の創出･育成～
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【研究開発】

機能性食品、アンチエイジング介護改善素材・スキンケア製品・オーラルケア製品、化粧品、医薬品・医療素材
等の開発をターゲットとして、主に以下の4テーマについて研究に取り組んできた。
1)プロテオグリカン含有機能性食品の商品化への研究開発
（プロテオグリカン含有新素材の規格化及び機能性食品の商品開発）
2)ブロテオグリカンの皮膚アンチエイジング分野及び化粧品への応用
（プロテオグリカン含有ドリンク剤開発の具体的取組みと効果メカニズムの検証）
3)プロテオグリカンの新糖鎖創薬への応用

（新規オリゴ糖及び新規ブロテオグリカンの構造と機能の探索）
4)ブロテオグリカンを含む医薬品及び医療素材の研究開発
（ブロテオグリカンを含む医薬品及び医療素材の創出）

研究テーマ間の連携は、科学技術コーディネーター及び中核機関である弘前大学地域共同研究センターのコーディ
ネーターが常に連携を図り、コアメンバー会議、コーディネーター会議など様々 な事業推進のための会議を開催し、
事業の促進を図った。各研究テーマから新事業創出につながる優れた研究成果の知的財産も多く得られ、特許戦略
会議を設置し、弁理士を交えて出願及び知的財産全体の戦略について検討し、金沢大学テイー・エル・オー、新潟
TLOが中心となり経済産業省・創造的産学連携体制整備事業の支援を受けている「日本海地域大学イノベーション
技術移転機能(KUTLO-NITT)」と連携しながら、事業化に向けた知的財産の管理、出願も適切になされた。研究
成果を知財として戦略的に出願し、研究開発の事業目的・事業目標に従って、青森県内から首都圏、さらには海外ま
で視野に入れて研究成果を重層的に広報し、事業化へ向けて検討を行うことができたこと、その結果として、「地域
イノベーシヨンクラスタープログラム（重点支援枠)」では、青森県内企業を中心とした約70社が参画したこと、ブ
ロテオグリカンブランド協議会設置にむけて統一ブランドでの新展開を検討していることから研究成果を効果的に事業
化へ結びつけていると評価できる。

（主な成果）

○炎症性腸疾患モデルマウスにおけるサケ由来プロテオグリカンの予防効果立証

炎症性腸疾患モデルマウスにブロテオグリカンを経口投与することにより、腸疾患を予防できることを発見した。

また、なぜ予防できるのかのメカニズムを明らかにした。難病とされる炎症性腸疾患の予防・治療法が開発された

ことで、患者のQOL向上に大きく寄与できた。本成果は、特許出願済みである（特開2010-254653)。

○自己免疫疾患及び肥満におけるサケ由来ブロテオグリカンの予防効果立証

プロテオグリカンは炎症反応を抑制することが確認され、炎症反応を抑制することにより、自己免疫疾患や炎症

反応が関連していると考えられる2型糖尿病の症状の予防・軽減に有用である可能性が示唆された。実際に、肥

満マウスにブロテオグリカンを経口投与することにより、血糖値が低下することを確認し、特許出願した（特開

2010-126461)。

○組換え型オリゴ糖の量的調製法に成功

世界で初めて、34種類の新規の蛍光標識組換えオリゴ糖の合成に成功するとともに、量的にも数mg～数十mgの

単位で調製できるシステムを完成することができた。組換えオリゴ糖を量的に取得できることから、新規オリゴ糖

の生理機能の研究が飛躍的にも進展するものと期待できる。

○ブロテオグリカン含有食品用素材「ひろだいプロテオグリカンナチュラルパウダー(PGNP)」を開発し、低価

格化を実現した。この素材をもとに炎症性腸疾患に対する効果を検証するための錠剤を試作した。

○サケ由来およびクジラ由来プロテオグリカン単独では、樹状細胞の充分な成熟化を誘導出来ないが、クジラ由

来プロテオグリカンは、MIX刺激により、樹状細胞表面のCCR7発現を増加させ、樹状細胞の化学走化性を調節

することが確認された。また、プロテオグリカンはコラーゲンコートが無くてもIPSの培養が可能であり、IPS細胞

から中腔葉系細胞への分化を促進する可能性があることが示唆された。

○卵巣摘出骨粗霧症モデルラツトによる検討で、プロテオグリカン投与により骨密度はあまり上がらないが、骨強

度が高まることが示され、プロテオグリカン生体投与による骨粗霜症予防効果の可能性が示唆された。

○グリコサミノグリカンのスクリーニングに供することができ、かつ定量分析が可能な分析キットの開発を行い、金

属塩を変えることで選択性が発揮されることが確認された。

○外因性プロテオグリカン含有コラーゲンゲルは、至適濃度においてアグリカンを有意に発現促進することが確認

され、プロテオグリカン含有コラーゲンスポンジにより、軟骨様基質による修復が示された。さらには、高濃度ブ
ロテオグリカン含有コラーゲンスポンジより正常軟骨に近い基質による修復の可能性が示唆された。
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【事後評価】

下記の評価は、学識経験者で構成される「都市エリア産学官連携促進事業の事後評価に関する調査検討委員会」において全体評価委員及び
専門委員により、それぞれの評価項目について4～1の4段階で評価が行われたものである。

（1）事業概要

○地方自治体：青森県

○課題:TOOLの向上に貢献するブロテオグリカンの応用研究と製品開発」

○中核機関：国立大学法人弘前大学

○核となる研究機関：弘前大学

○概要：弘前エリアにおける医療・健康福祉関連分野での大学・研究機関や関連企業の集積等の強みを背

景に、弘前大学に蓄積された糖鎖工学の豊富な知的・人的財産並びに、これまで産業廃棄物として処理さ

れていたサケ鼻軟骨から得られるプロテオグリカンの大量精製技術を活用し、国内・国外に先駆け、機能

性食品、アンチエイジング介護改善素材、スキンケア製品、オーラルケア製品、化粧品、医薬品及び医療

素材等の開発をターゲットとする共同研究を中心とした研究開発を行い、世界的な「プロテオグリカン利
用技術先進地域」の形成に取り組んだ。

（2）総評

本事業は、青森県の構想である「あおもりウェルネスランド構想」のうち、「健康食品開発プロジェクト』
の中核をなす事業として、地域に集積しつつある医療福祉産業の発展を視野に入れながら、プロテオグリ方

ンを活用した付加価値の高い産業を生み出す取組であり、地域構想における位置付けは明確である。また､

商品化を目指した取組は概ね目標を達成しており、参画機関が拡大していることも高く評価できる。

事業計画については、優先|||頁位と重点課題を考慮して適切に立てられており、また、資源配分については、

軽重を明確にするとともに、事業途中での見直しが行われるなど適切である。一方、実施体制については

事業化担当にバイオ関連企業出身者及び糖質研究専門家を配置するなどの工夫は見られるが、弘前大学が中

心的な役割の多くを占めており、事業化や商品化をより意識した体制の構築が期待される。

連携基盤の構築については、企業が参加する「プロテオグリカン応用開発研究会」を設置し、青森県全域

にネットワークを広げる活動がなされるなど、参画企業も増加しており、連携基盤が強化されてきている。

研究開発については、一部に計画通り進捗していない面も見られる。今後は、機能性食品として市場でどの

ように他の商品と差別化していくのか、新事業創出に向けて方向性を明確にする必要がある。

地域への波及効果については、プロテオグリカンと地域素材であるリンゴ酢を組み合わせた商品化の成

功事例を示すことにより、県内の参画企業が増加するなど、地域におけるプロテオグリカンの産業バリュー

チェーンの構築や雇用創出につながりうる活動も見られ、本事業の実施による地域社会への貢献は認めら

れる。

地域の取組については、青森県の「あおもりウェルネスランド構想」の方向性が本事業と一致しており、

本事業の推進にあたっての県の主体的な取組は高く評価できる。

今後は、プロテオグリカンを活用した事業において、生産・流通・商品化の一連のプロセスが迅速に展開

されるよう関連産業形成に向けた積極的な基盤づくりと､地域企業を一層巻き込んだ事業展開が期待される。

（3）項目別評価結果

1．事業の目的と目標
（1）事業の目的

（2）目標達成度

3，三

2．6

2．事業計画
（1）事業計画の妥当性

（2）事業実施体制

2．8

2．3

（1）連携基盤の構築 3．0

3．事業成果 （2）研究開発の成果 2．7

（3）地域への波及効果 3．0

4．地域の取組・主体性 3．三

5．今後の発展の可能性 3，0
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ｽデﾑ整備事業）

払榔市エリア型院展))*重点支援枠により採択
|ン戦略支援プログラム(都市エリア型儲展)）

（ジ〃ベーションシ:

平成22年度地域イノベーシヨンクラスターブログラ
平成23年度～平成24年度地域ジ〃ベーシヨ：

｢ブロテオグリカンをコアとした津軽へルス＆ビューティー産業クラスターの創生」（平成22年度～平成24年度？

【事業の概要】

弘前大学に蓄積された糖鎖工学の豊富な知的・人的財産並びにブロテオグリカンの大量精製技術を活用し、こ
れまで都市エリア事業（連携基盤整備型・一般型）で得られた優れた機能性などの研究成果をもとに、機能性食
品や化粧品、医薬品等の開発をターゲットとする共同研究を加速させ、地域の産学官連携強化のもと、具体的な
商品開発と新規ビジネス創出促進により、本県の地域特性を生かした「健康（ヘルス）・美容（ビューティー)‐
関連産業クラスターの形成に取り組むものである。

(産学官連携による研究開発等の取組の概要）

弘前大学の技術シーズであるサケ鼻軟骨に含まれるプロテオグリカンに関する研究開発はブロテオグリカンの
｢エビデンス」を基盤とした、化粧品･機能性食品･医薬品開発の方向に重点を置いてきた。しかし、化粧品素材一
食品素材として上市はされているものの地域企業を巻き込むことが難しく、かつ、素材としてのブロテオグリカ
ンの商品化やクラスター形成という点では必ずしも十分では無かった。また、素材としての価値を決めるエビデ
ンスの研究の進行が十分では無く、素材としての価格が高い等、製品自体の問題点も十分には解決できなかった。
そこで、本事業では、上記問題点を解決するテーマ設定を行い、化粧品、高機能性食品、医薬品等の開発をター
ゲットとした「共同研究事業」において、以下4テーマについて取り組んできた。
①PGを活用した地コスメ（化粧品）の研究開発

②PGを活用した高機能性食品の開発

③PGの大量生産方法の最適化によるPG低価格製品の開発
④エクセレントPGの生理機能性の解明及び実証

(産学官連携基盤や事業推進体制の整備・強化に向けた取組の概要）

．「イノベーション・ネットワークあおもり」が設置され、地域イノベーション戦略実現に向けて県内の産学官
金が定期的な意見交換を継続し、連携を一層強固なものとする体制が整った。

．｢青森県ブロテオグリカンブランド推進協議会」が発足され､ブロテオグリカン関連商品の拡大促進が図られた。
･地域の産学官連携組織である｢ひろさき産学官連携フォーラム｣の｢プロテオグリカン応用開発研究会｣を中心に
地域クラスターの中核（コア）となる持続的な共通プラットフォームの形成が促進された。
・中核機関である青森県産業技術センターは、国内初の工業・農林・水産・食品の4部門からなる農商工連携融
合型の研究機関であり､プロテオグリカンの生産（製造）から流通･活用（商品化）までの一連のプロセスがスムー
ズに運ぶようブロテオグリカン関連産業形成に向けた基盤づくりに積極的に取り組んできた。

・弘前大学の高度な糖質に関する技術シーズに青森県産業技術センターの持つ商品化シーズを合体し、青森県が
中心となり、弘前市、（公財)21あおもり産業総合支援センター、ひろさき産学官連携フォーラム等と組織的に
よりクラスターを創生しやすい環境を整えた。

<成果目標の達成状況》
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